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１ 高齢者の現状と今後の取組について       （３０分） 

 「鶴ヶ島市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画」は、団塊

の世代の方が７５歳を迎える平成３７年度（２０２５年度）を見据

えて、誰もが安心していきいきと暮らすことのできる地域社会の実

現を将来像として策定されております。そして、高齢者が住み慣れ

た地域で暮らし続けることができるよう、医療・介護・予防・生活

支援サービス・住まいの５本の柱が適切に提供される地域包括ケア

システムの構築を目指しています。 

 さて、本市の高齢化率は平成２７年１１月１日で２４．７１パー

セントとなっております。この数値は日ごとに上がっています。

老々世帯や独居暮らしの方も増加しております。しかし、健康で元

気に活動されたり、ご自分の健康管理に気を使われる方も多くいら

っしゃいます。このような現状の中、計画の基本方針である、高齢

者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよ

うにするには、また、高齢者が自身の持つ能力を十分に発揮し、健

康で生き生きと自立した生活を営むためには、さらに、高齢者のニ

ーズに即した多様なサービス体制を構築し、地域で支え合う仕組み

づくりを進め、日常生活を支援するには、今後どのように地域包括

ケアシステムを構築していくのか、本市の実情に合った取組と今後

の方向性について、以下お伺いします。 

（１） 日常生活圏域ニーズ調査の結果から見えてきたことについ 

   て 

（２） 二次予防事業の取組について 

（３） 認知症施策の現状と推進について 

（４） 本市の特性を生かした取組について 

（５） 地域包括ケアシステムとして、在宅医療・介護の連携体制

推進事業をどのように進めていかれるのかについて 

 

２ 公共施設等利用計画の今後について       （１５分） 

 鶴ヶ島市公共施設等利用計画の策定から１年が経過しました。こ

の基本計画に基づき、施設種類ごとの総量抑制のための面積を見直

すときは、対象施設、事業の実施年度、財源見通し、不要となる財

産の取扱い等の計画、所謂「実施計画」を策定することとなってお

ります。 

 この実施計画については、利用者の安全確保の観点から、構造部

標準耐用年数を目安とした更新可能時期までに事業を完了するよ 
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うに策定することとなっています。本市で最も古い建物は、鶴ヶ島

第一小学校及び鶴ヶ島第二小学校の校舎で、建築後４５年が経過し

ています。そのため、最初に学校教育施設の実施計画を策定するこ

ととなっています。 

 この度、鶴ヶ島第二小学校地域の保護者や地域の方々から「第二

小がなくなると聞くが、いつ頃なのか。なくなるというのは、本当

ですか？」等不安の声があちらこちらから聞こえてきます。現時点

では、慎重に調査検討をされていると思われますが、この、第二小

学校のみならず、他の学校を取り巻く地域でも不安の声があると聞

いております。そこでお伺いします。 

（１） 基本計画から実施計画への策定までの工程と今後の見通し

について 

（２） 市民の不安を解消するための手だてについて 

 

 


